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消防団出初め式

立志式

黒川温泉共同浴場「穴湯」再建

１月６日（木）

１月13日（木）

　役場駐車場で「令和４年南小国町消防団出初式」が行われました。今
年は新型コロナウイルス感染拡大防止のために規模を縮小し、団員 48 名が式典に参加しました。
　式典では、加賀団長訓示、髙橋町長からの式辞や来賓挨拶のほか、長年にわたる団員の活動を称える
表彰状伝達も行われました。
　式典後に恒例の一斉放水が行われ、集まった観客からは歓声が上がっていました。

　役場きよらホールで立志式が行われ、南小国中学校２年生 15 人が参
加しました。立志式は、将来の目標や決意などを明らかにすることで、大人になる自覚を深めていくこ
とを目的に開催され
ています。
　生徒を代表して、
鞭馬壮汰さんと井野
唯さんが現在の課題
や 将 来 の 夢 を 発 表
し、決意表明を行い
ました。

　2020 年 7 月豪雨災害で被災した黒川温泉共同浴
場「穴湯」の復旧工事が完了しました。再建にあたっ
ては、熊本県並びに南小国町からの補助金及び、黒
川温泉自治会が実施したクラウドファンディングに
よる寄付金が活用されました。
　以前は混浴でしたが新しく再建された穴湯は男女
別に仕切りがされており、保健所の許可を得た後、
再開予定とのことです。
　黒川温泉のシンボル的な存在でもある穴湯の再建
に、黒川地区の皆さんも喜んでおられることでしょ
う。

団長訓示 表彰状伝達

記念樹贈呈 生徒代表お礼の言葉

一斉放水
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現在、南小国町役場では、新型コロナウイルス感染症の流行に対処するため、
以下の要件を満たす事業者に対し、抗原検査簡易キット及びアルコールディスペ
ンサーの配布を行っています。
コロナ禍における安全・安心を確保するため、積極的にご活用ください。

１ 配布対象事業者
町内に事業所を有する事業者で、以下の事業を実施し、かつマスクを外した顧客等に対面で

の対応を要する事業者。
① 宿泊業・飲食サービス業
② 生活関連サービス業・娯楽業 （理容業、美容業等）
③ 医療・福祉（診療所等）

２ 配布数

（１）抗原検査簡易キット
１事業所につき、以下のとおり配布します。

（２）アルコールディスペンサー
１事業所につき、１台配布します。

1人～
　5人

6人～
　10人

11人～
　15人

16人～
　20人

21人～
　25人

26人～
　30人

31人～
　35人

36人～
　40人

41人～
　45人

46人～

配布個数 1箱 2箱まで 3箱まで 4箱まで 5箱まで 6箱まで 7箱まで 8箱まで 9箱まで 10箱まで

※１箱＝10セット入

従業員数（事業主含む）

３ 申請方法及び配布場所
町ホームページに掲載の申請書に必要事項を記入し、役場まちづくり課までお持ちください。
配布対象の事業者には、その場で抗原検査簡易キット及びアルコールディスペンサーをお渡

しします。（どちらか一方だけの申請も可能です）
なお、配布対象となるかご不明の場合には、申請前に一度お電話ください。
※配布に関する詳細は、以下の町ホームページをご覧ください。
（町ホームページにて、「抗原検査簡易キット」若しくは「アルコールディスペンサー」
で検索いただいてもご覧いただけます）

〇抗原検査簡易キット
https://www.town.minamioguni.lg.jp/news/2021/2011.html
〇アルコールディスペンサー
https://www.town.minamioguni.lg.jp/news/2022/2014.html

■問い合わせ まちづくり課 ☎（４２）１１７１
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第４次南小国町総合計画2020年度（令和２年度）の取組に係る
本町の現状把握のための町民アンケート調査結果

・調査実施期間：令和３年７月４日～８月６日（締切）

・調 査 方 法：令和３年７月の「広報きよら」にレポートを掲載。
記入の手引き、アンケート票（２枚）及び返信用封筒を同封。

・回 答 方 法：同封した返信用封筒及びインターネットを用いた回答。

・とりまとめ方法：平均点は回答の選択肢の点数（そう思う５点～そう思わない１点）を合計し、回答人数で除したもの。
ただし、回答人数に「未回答」及び「０ わからない」の回答者数は除いている。

調査・集計方法

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 未記載

1名 2名 21名 39名 50名 137名 122名 60名 21名

男 女 未記載

193名 182名 78名

赤馬場 中原 満願寺 未記載

163名 99名 121名 70名

主婦 自営業 会社員 公務員 アルバイト その他 未記載

88名 110名 67名 12名 30名 93名 53名

年齢

性別

行政区

職業

回答数 453名

選択肢
乱開発を防ぎ、自然豊かな姿を保って
いる

若い世代に伝統文化や本町らしさの伝
承が進んでいる

農業や林業に関わる人が増えている

５ そう思う 84 21 9

４ どちらかと言えばそう思う 163 104 30

３ どちらとも言えない 111 144 93

２ どちらかと言えばそう思わない 40 97 106

１ そう思わない 22 47 171

０ わからない 24 33 36

未回答 9 7 8

平均点 3.59 2.89 2.02

築いてきた美しい里山の景観、伝統文化、生業を次世代に引き継いでいく里き

寄り添い支え合い人と人のつながりを大切にし一人一人が誇りを持ち多様な生き方を尊重し合える里よ

基本項目（回答者属性）

質問項目（共有ビジョン関係）

選択肢
人々が交流する機会や場所が増えてい
る

思いやりと福祉の充実により町民生活
の負担が軽減されている

５ そう思う 16 17

４ どちらかと言えばそう思う 64 136

３ どちらとも言えない 140 163

２ どちらかと言えばそう思わない 100 55

１ そう思わない 94 50

０ わからない 33 25

未回答 6 7

平均点 2.54 3.04

ライフラインを充実させ地域全体で協力しだれもが笑顔で安心して過ごせる里ら
選択肢

便利で強靭なインフラや生活環境の整
備が進んでいる

災害から生命・生活を守れる体制が築
かれている

５ そう思う 13 17

４ どちらかと言えばそう思う 93 136

３ どちらとも言えない 160 173

２ どちらかと言えばそう思わない 98 60

１ そう思わない 56 36

０ わからない 26 23

未回答 7 8

平均点 2.78 3.09

広報きよら 2022.2
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選択肢
子供達が地域ならではの体験等を通し
てのびのびと学んでいる

みんなが夢を持ち、語りあい、互いに
挑戦を応援しあっている

５ そう思う 61 16

４ どちらかと言えばそう思う 166 80

３ どちらとも言えない 123 197

２ どちらかと言えばそう思わない 21 64

１ そう思わない 15 28

０ わからない 55 52

未回答 12 16

平均点 3.61 2.98

のびのびと学べる環境の中で、すべての人が夢に向かって挑戦できる里の

再生可能エネルギーを地域資源から生み出し有効活用し未来につながる豊かな暮らしを実現する里さ
選択肢

再生可能エネルギーの産出・活用が進
んでいる

木材がより有効に活用されている

５ そう思う 9 14

４ どちらかと言えばそう思う 55 89

３ どちらとも言えない 159 155

２ どちらかと言えばそう思わない 104 77

１ そう思わない 55 53

０ わからない 57 51

未回答 14 14

平均点 2.63 2.83

共に連携し世界とつながり世界に誇れる幸福な暮らしができる里と
選択肢

町外・国外から本町及びその地域資源
等への注目度が高まっている

本町への移住者や移住希望者が増えて
いる

町外で本町のために活動する人や企業
が増えている

５ そう思う 15 17 8

４ どちらかと言えばそう思う 70 62 59

３ どちらとも言えない 162 146 135

２ どちらかと言えばそう思わない 58 87 81

１ そう思わない 55 54 55

０ わからない 78 72 99

未回答 15 15 16

平均点 2.81 2.73 2.66

質問項目（その他）

その他のアンケート項目
選択肢

町全体として共有ビジョンの実現に向
けて前進している

町民として本町における現在の生活に
満足している

５ そう思う 18 54

４ どちらかと言えばそう思う 90 136

３ どちらとも言えない 166 153

２ どちらかと言えばそう思わない 47 40

１ そう思わない 42 42

０ わからない 72 13

未回答 18 15

平均点 2.99 3.28

■問い合わせ

まちづくり課

☎（４２）１１７１

e-mail：
matidukuri@town.minamioguni.lg.jp

アンケートで頂いたご意見は、主な内容について、以下のＨＰで対応
方針を記載しています。
https://www.town.minamioguni.lg.jp/news/2022/2029.html
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確
定
申
告
税
理
士
無
料
相
談

　

２
月
16
日（
水
）か
ら
３
月
15
日（
火
）ま

で
、
令
和
３
年
分
の
申
告
相
談
が
左
記
の

場
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
会
場
内

に
て
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
無
料
相
談

所
が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

■
場
所　

南
小
国
町
役
場　

中
会
議
室

■
日
時　

２
月
28
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
で
す
。
申
告
と
納
税
は
、
期

限
内
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。
確
定
申
告
書

提
出
は
、
直
接
税
務
署
へ
の
郵
送
で
も
可

能
で
す
。
申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
で
、

お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

税
務
署
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
税
務
署
へ
お
越
し

の
際
は
、「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
入
場
整
理
券
は
各
会
場
で
当
日

配
布
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
入
場
整
理
券
発
行
手
順

①
国
税
庁
を
「
友
だ
ち
追
加
」

②「
相
談
を
申
し
込
む
」
を
選
択

③
最
寄
り
税
務
署
や
希
望
日
時
を
選
択

④「
申
込
」
を
タ
ッ
プ
す
る
と
完
了

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
の
事
前
発
行
は
１
月
中

旬
以
降
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
予
定
で
す
。

　

入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。当
日
の
配
布
状
況
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
直
接
、
税
務

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限
と

振
替
期
日

　

令
和
３
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
期
限

振
替
日

所
得
税

３
月
15
日（
火
）
４
月
21
日（
木
）

消
費
税

３
月
31
日（
木
）
４
月
26
日（
火
）

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学

生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
過
程
）に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本

人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

　

１
２
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）　

※
令
和
２
年
度
以
前
の
申
請
は

　

１
１
８
万
円

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承
認

を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

方
に
は
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が

印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続

き
、特
例
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
。）　

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ

ず
、
保
険
料
の
納
付
を
ご
希
望
の
方
は
納

付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

出
張
年
金
相
談

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
日
時　

３
月
４
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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春
の
全
国
火
災
予
防
週
間

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一
週

間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
一
度
火
災

予
防
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
は
町
民
の
皆
さ
ん

の
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
大
切
な

財
産
を
守
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

消
防
署
で
は
、
運
動
の
一
貫
と
し

て
、
防
火
広
報
を
実
施
し
小
国
郷
内

を
巡
回
し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
野
焼
き
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
て
、
火
災
予
防
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
増
加
中
の
出
火
原
因

　

代
表
的
な
出
火
原
因
に
は
、
た
ば
こ
、

放
火
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
コ

ン
ロ
の
使
用
頻
度
が
増
加
し
、
実
際
に
令

和
２
年
度
の
統
計
で
は
コ
ン
ロ
に
よ
る
火

災
が
全
国
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

①
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

②
換
気
扇
や
コ
ン
ロ
周
り
の
壁
、
魚
グ
リ

ル
等
は
定
期
的
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

③
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
、３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
、

火
災
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に

遭
わ
な
い
た
め
に　

　

2
月
1
日
か
ら
3
月
18
日
は
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
で
す
。
こ
の

機
会
に
一
人
一
人
が
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅

威
へ
の
関
心
を
高
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
家
族
・
知
人

等
に
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル

　

実
在
す
る
配
送
業
者
、
金
融
機
関
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
を
装
っ
た
Ｓ
Ｍ

Ｓ
や
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
偽
サ
イ
ト

へ
誘
導
し
て
、

・
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

・
銀
行
口
座
情
報

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

・
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

な
ど
を
入
力
さ
せ
、
個
人
情
報
を
盗
み
取

る
も
の
で
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
や
個

人
情
報
が
売
買
さ
れ
、
別
の
犯
罪
に
悪
用

さ
れ
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
詐
欺

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
中
に
、

偽
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ

る
よ
う
仕
込
ん
で
あ
り
、
同

時
に
警
告
音
が
流
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

偽
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口
に
連
絡
さ
せ
、
復

旧
さ
せ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
料
金
を
だ
ま

し
取
る
も
の
で
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
詐
欺

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
似
せ
る
な
ど
大
手
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
を
装
っ
た
偽
サ
イ
ト
等
で
商

品
代
金
を
騙
し
取
る
も
の
で
す
。

・
極
端
な
値
引
き

・
振
込
先
口
座
が
、
個
人
名
義

・
不
自
然
な
日
本
語
表
記

な
ど
の
場
合
は
偽
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
〉

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
は
常
に
最
新

の
状
態
に

・
メ
ー
ル
な
ど
に
添
付
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
直
接
ク
リ
ッ
ク
し
な
い

・
不
安
を
感
じ
た
ら
相
談
を
！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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12
月
18
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

染
症
対
策
を
講
じ
て
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
行

い
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
対

抗
戦
で
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
体
育
館
の
中
は
一
桁
の
温
度
で
し
た

が
、
試
合
が
進
む
に
つ
れ
熱
気
で
寒
さ
を

忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
職
員
チ
ー
ム
と
の

対
戦
で
は
校
長
先
生
や
教
頭
先
生
の
参
加

も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
３
年
生
は
素

晴
ら
し
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
１
・
２

年
生
と
の
激
戦
の

末
に
勝
利
を
収

め
、
高
校
生
最
後

の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

を
優
勝
で
飾
り
ま

し
た
。
３
年
生
の

た
め
に
、
全
校
生

徒
で
ひ
と
つ
で
も

多
く
の
行
事
が
で

き
る
よ
う
に
生
徒

会
が
頑
張
っ
て
く

れ
、思
い
出
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 　

令
和
４
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が

１
月
15
・
16
日
に
実
施
さ
れ
、
上
級
学
校

へ
の
進
学
に
向
け
て
本
校
か
ら
も
生
徒
が

受
験
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
、
職
員
は
試
験
会
場
に
応

援
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
事
前

の
激
励
会
で
校
長
先
生
を
は
じ
め
多
く
の

担
当
の
先
生
方
か
ら
応
援
を
受
け
、
校
長

先
生
か
ら
は
合
格
祈
願
の
え
ん
ぴ
つ
が
一

人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
験
生

の
緊
張
の
表
情
も
ほ
ぐ
れ
、
試
験
に
臨
む

強
い
意
志

が
見
ら
れ

ま
し
た
。

本
番
で
は

今
ま
で
積

み
重
ね
て

き
た
力
を

十
分
に
発

揮
し
、
合

格
を
掴
み

取
っ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
小
国
高
校
一
同
応
援

し
て
い
ま
す
。

高
等
部
修
学
旅
行

　

12
月
17
・
18
日
の
一
泊
二
日
で
高
等
部

３
年
生
は
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
約

１
週
間
の
事
前
学
習
の
中
で
行
き
先
で

あ
る
熊
本
城
や
熊
本
博
物
館
、
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
に
つ
い
て
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
班
行
動
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
、
班
毎
に
行
き
た
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
自
分
た
ち
で
考
え

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
城
彩
苑
で
昼
食
を
と
っ
た

後
、
熊
本
城
と
熊
本
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
事
前
学
習
を
深
め
る
よ
う
に
生
徒
た

ち
が
展
示
物
や
資

料
を
熱
心
に
見
る

姿
が
印
象
的
で
し

た
。
一
番
印
象
に

残
っ
た
場
所
と
し

て
熊
本
城
を
挙
げ

る
生
徒
も
い
た
ほ

ど
、
良
い
訪
問
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に

行
き
ま
し
た
。
天

気
も
良
く
心
配
し
て
い
た
ほ
ど
の
寒
さ
に

は
な
ら
ず
、
短
い
時
間
で
し
た
が
各
班
で

計
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ

り
、
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
り
と
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
計
画
が
二
転
三
転
し
、
生
徒
た
ち
や
保

護
者
の
方
々
も
心
配
を
し
て
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
多
く
の
方
の
御
協
力
に
よ

り
、（
県
内
で
は
あ
り
ま
し
た
が
）
無
事

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
の

記
憶
に
も
良
き
思
い
出
と
し
て
残
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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学
び
を
広
げ
る
・
深
め
る

　

12
月
12
～
14
日
に
、
２
年
生
の
広
島
・

山
口
へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
９
月
の

予
定
を
12
月
に
延
期
し
て
の
実
施
で
し
た
。

　

２
年
生
は
、「
共
に
『
昔
』
を
学
び
、
共

に『
今
』を
考
え
る
～
許
す
心
を
大
切
に
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
修
学
旅
行
の
当
日
だ
け
で
な

く
、
計
画
的
に
平
和
学
習
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

２
年
生
は
、
ま
ず
事
前
学
習
に
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
を
10
月
の
南
中
文
化
の

日
（
学
習
発
表
会
）
に
、
劇
「
８
時
15
分
」

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
美
甘
章
子
（
み

か
も
あ
き
こ
）
さ
ん
の
同
名
作
品
の
学
習

を
も
と
に
劇
化
し
た
も
の
で
す
。
お
話
は
、

美
甘
さ
ん
の
父
と
祖
父
の
被
爆
体
験
を
も

と
に
、「
許
す
心
」
を
テ
ー
マ
に
執

筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
中
で
、
著
者
の
美

甘
さ
ん
に
、
連
絡
を
取
り
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
美
甘
さ
ん
か
ら
「
修

学
旅
行
当
日
は
、
ぜ
ひ
広
島
で
実

際
に
会
っ
て
、
お
話
の
舞
台
と
な
っ

た
現
地
を
案
内
し
な
が
ら
交
流
を

し
た
い
」
と
申
し
入
れ
が
あ
り
、
現
地
広
島

で
の
交
流
も
実
現
し
ま
し
た
。
作
品
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
筆
者
と
２
年
生
が
更
に

深
く
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
学
び
を
通
し
て
、
生
徒
は
、
日
々

の
自
分
た
ち
の
こ
と
も
見
つ
め
直
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
１
月
13
日
に
は
、
町

主
催
の
立
志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
の

中
で
、
今
回
の
学
び
も
生
か
し
、
し
っ
か
り

自
分
の
志
を
見
つ
め
発
表
す
る
２
年
生
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
の
美
甘

さ
ん
に
、
そ
し
て
日
々
の
自
分
た
ち
を
振

り
返
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
真
の
学

び
と
い
う
も
の
は
、「
広
が
り
・
深
ま
る
」

も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

上
田
武
満

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

地
域
で
わ
く
わ
く

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
あ
ま

り
の
寒
さ
に
背
が
丸
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
ス
ト
レ
ッ
チ
等
で
体

を
ほ
ぐ
し
、
姿
勢
良
く
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
度
も
残
り
僅
か
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
14
年
度
に
【「
自
分
発

見
」「
生
き
が
い
発
見
」「
ふ
る
さ
と
発
見
」

を
テ
ー
マ
に
、
年
齢
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ

で
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
、
社
会
性
を
培
い
子
供
達

の
「
生
き
る
力
」
を
育
て
よ
う
】
と
発
足

し
た
当
ク
ラ
ブ
も
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
運
動
系
の

ク
ラ
ブ
が
11
ク
ラ
ブ
、
文
科
系
の
ク
ラ
ブ

が
３
ク
ラ
ブ
の
計
14
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

皆
様
の
中
で
『
子
供
達
と
一
緒
に
活
動

し
て
み
た
い
』『
子
供
達
に
何
か
を
教
え

た
い
』
と
お
考
え
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
年
度
に

向
け
て
指
導
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
型

変
異
株
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
が
猛
威
を
振

る
っ
て
お
り
ま
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強

い
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
で
す
。
発
症
中
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
遺
症
も
キ
ツ
イ
感
染

症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
「
マ
ス

ク
着
用
」「
手
指
消
毒
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」
等
、
感
染
予
防
対
策
の
徹
底

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

平和公園にて（上）
美甘さんとの交流（下）
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年
に
一
度
、
み
ん
な
で
受
診
！

令
和
４
年
度
住
民
健
診
の

申
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

　

１
月
24
日
時
点
で
本
町
に
住
所
を
有

す
る
方
を
対
象
に
、
健
診
申
込
書
を
世

帯
主
様
宛
に
郵
送
し
ま
し
た
。
世
帯
員

全
員
が
申
込
書
を
確
認
し
、
受
診
し
た

い
項
目
に
〝
〇
〟
を
付
け
て
提
出
し
て

下
さ
い
。

　

な
お
、
最
近
本
町
へ
転
入
さ
れ
、
住

民
健
診
の
受
診
を
ご
希
望
の
方
は
、
町

民
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
内
容

人
間
ド
ッ
ク
、
ふ
る
さ
と
総

合
健
診
、
特
定
健
診
（
基
本
健
診
）、

後
期
高
齢
者
健
診
、
各
種
が
ん
検
診

※
年
齢
や
加
入
し
て
い
る
保
険
に
よ
っ

て
、受
診
で
き
る
項
目
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
郵
送
し
た
ご
案
内

を
ご
確
認
下
さ
い
。

■
実
施
時
期　

４
月
上
旬
：
３
日
間

　
　
　
　
　
　

７
月
中
旬
：
４
日
間

※
人
間
ド
ッ
ク
は
、
６
月

～
翌
年
２
月
末
ま
で
受
診

で
き
ま
す
。

■
提
出
期
限　

２
月
24
日（
木
）必
着

■
よ
く
聞
か
れ
る
健
診
に
関
す
る
疑
問

Ｑ
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
、
定

期
的
に
検
査
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
町
の
健
診
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
か
？

Ａ
住
民
健
診
で
行
う
特
定
健
診

（
基
本
健
診
や
後
期
高
齢
者

健
診
を
含
む
）
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
注
目
し
た
検
査
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
院
で
受
け
る
検
査
は
、

病
気
の
発
見
を
主
な
目
的
と
し
て
お

り
、
主
旨
が
異
な
り
ま
す
。

Ｑ
昨
年
の
健
診
で
は
異
常
な

し
。
今
年
も
健
診
を
受
け
た

ほ
う
が
よ
い
か
？

Ａ
体
内
の
状
態
は
、
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
多
く
は
、
初
期
に
は
自
覚
症
状
な
く

進
行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
、
体
の

中
に
「
病
気
の
芽
」
が
な
い
か
、
客
観

的
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

が
、
町
の
健
診
を
受
け
ら
れ

る
か
？Ａ

各
種
が
ん
検
診
は
、
指
定
し

た
用
件
に
合
う
方
は
、
ど
な

た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
定
健
診
と
ふ
る
さ
と
総

合
健
診
は
、社
会
保
険
の
〝
ご
本
人
（
被

保
険
者
）〟は
受
診
で
き
ま
せ
ん
が
、〝
扶

養
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
（
被
扶
養
者
）〟

は
受
診
で
き
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
こ
の
時
期
に
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
る
食

中
毒
は
、
11
月
～
２
月
の
冬
場
に
発
生

し
、
大
規
模
な
食
中
毒
に
な
り
や
す
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
原
因
別
に

患
者
数
を
み
る
と
、
約
半
数
が
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
感
染
経
路

①
食
品
か
ら
の
感
染

　

感
染
し
た
人
が
調
理
な
ど
を
し
て
汚

染
さ
れ
た
食
品
、
ウ
イ
ル
ス
の
蓄
積
し

た
加
熱
不
十
分
な
二
枚
貝
な
ど

②
人
か
ら
の
感
染

　

患
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
か
ら
の
二
次

感
染
、
家
庭
等
で
の
飛
沫
に
よ
る
感
染

■
症
状

①
潜
伏
時
間

　

感
染
か
ら
発
症
ま
で
、
24
時
間
～
48

時
間

②
主
な
症
状

　

吐
き
気
や
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
微

熱
が
１
～
２
日
続
き
ま
す
。
感
染
し
て

も
症
状
が
な
い
場
合
や
、
軽
い
風
邪
の

よ
う
な
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
よ
く
手
を
洗
う

　

食
事
前
や
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
前
後

は
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
流
水
で
十
分

に
流
し
ま
す
。
特
に
指
先
や
指
の
間
、

爪
の
間
、
親
指
の
周
り
、
手
首
、
手
の

甲
は
念
入
り
に
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

②
人
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

　

日
頃
か
ら
、
家
族
の
健
康
状
態
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
、
糞
便

や
嘔
吐
物
に
大
量
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
オ

ム
ツ
や
排
泄
物
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
が
必
要
で
す
。

③
食
品
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

　

加
熱
し
て
食
べ
る
食
材
は
、
中
心
部

ま
で
よ
く
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
調
理
器
具
は
使

用
後
す
ぐ
に
洗
い
、
常
に

清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

広報きよら 2022.2
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

コロナワクチン３回目接種における副反応について

小国公立病院　薬剤師　宮﨑里美
　昨年（2021 年）の 12 月に小国公立病院及び老人保健施設に従事する職員に対して３回目のコロナワ
クチン接種（ファイザーのコミナティ筋注）が行われました。当施設で調査した副反応の結果は表に示し
た通りです。
　症状別にみてみると３回目接種後の副反応の頻度が高い項目が多い様です。副反応の症状がでるとい
う事はワクチンの効果も十分に発揮されており、免疫機能にワクチンがしっかり作用しているともいえます。
海外の臨床試験の結果では、ファイザー社のワクチン及び武田 / モデルナ社のワクチンいずれの場合も一
般的には２回目接種とだいたい同じ程度の副作用頻度だと言われており、腋窩痛（わきの下の痛み）に
ついては３回目が少し高い傾向にあったと言われています。コロナのワクチンが 100％安全とは言えませ
んが、万が一、副作用が重篤になった場合は国の救済制度が利用できます。
　わが国では医療従事者を皮切りに３回目のワクチン接種が始まっており、２回目と３回目の間隔を８か
月から７か月に短縮することも決まりました。３回目のワクチン接種に関して個人でよく考え、「接種する」
か「接種しない」のか決める時期に差し掛かってきています。当院の集計結果では、痛みや倦怠感の副
作用の割合が高いように思いますが、業務に支障のある程度の高熱の割合は３回目接種の方が少ない傾
向にありました。
　現在までに小国郷で接種されたワクチ
ンはすべて「ファイザー」というアメリ
カのニューヨークに本社がある製薬会社
が作ったワクチンです。このワクチンは
高い発症予防効果（コロナに感染しにく
くなる効果）や高齢者においては重症
化を防ぐ効果もありますが、時間ととも
に徐々に効果が低下することがわかって
います。現在主流になってきているオミ
クロン株は従来のデルタ株に比べてコロ
ナワクチンの感染予防の効果が低い事
がわかっています。それでも２回接種に
比べ３回接種した方が感染予防の効果
は遙かに高く、万が一かかった場合で
も入院率や重症化率は低くなることがわ
かっています。３回目の効果は、特に
２回目接種後 20 週以上経過した方に
は顕著です（グラフ）。
　小国郷は全国に比べると感染者数の
割合は低い傾向にあります。これまでの
結果は住民の皆様のワクチン接種と日
常的に感染対策の意識を持ち努力して
下さった結果だと思います。是非、ご自
身の体調管理のため、家族のため、小
国郷の医療のためにもコロナワクチンの
接種をご検討下さい。
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熊
日
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
で

は
、
毎
年
年
始
に
テ
ー
マ
を
設

け
、原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
か
な
え
た

い
夢
」
で
し
た
。
き
よ
ら
塾
で

塾
生
全
員
に
書
か
せ
応
募
し
ま

し
た
。
元
旦
に
市
原
小
４
年
の

城
彩
華
さ
ん
、
４
日
に
り
ん
ど

う
ヶ
丘
小
３
年
の
武
田
莉
緒
さ

ん
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。　

な
お
、
昨
年
末
の
テ
ー

マ
「
今
年
の
出
会
い
」
で
は
、

12
月
30
日
に
中
原
小
３
年
の
鞭

馬
悠
人
さ
ん
、
31
日
に
市
原
小

４
年
井
陽
由
さ
ん
の
文
章
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

高
い
鉄
ぼ
う
で
逆
上
が
り
成
功

　
市
原
小
４
年　
城　
彩
華

　
わ
た
し
が
、
か
な
え
た
い
の
は
、

小
さ
な
夢
で
す
が
、
高
い
鉄
ぼ

う
で
逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
逆

上
が
り
が
う
ま
く
で
き
な
い
か

ら
で
す
。
１
・２
年
生
の
こ
ろ
は
、

で
き
て
い
な
い
か
ら
、
も
う
一

回
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
の

で
す
。

　
２
つ
目
は
、
友
だ
ち
が
で
き
て

い
る
の
を
見
て
、
す
ご
い
な
ぁ

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
友
だ
ち

は
、
一
番
高
い
鉄
ぼ
う
も
で
き

ま
す
。
友
だ
ち
に
聞
い
た
ら「
逆

上
が
り
に
は
、
こ
つ
が
あ
る
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
つ
と
は
、
頭
や
足
を
い
き
よ
い

よ
く
ふ
り
あ
げ
る
こ
と
や
、
鉄

ぼ
う
に
お
な
か
を
つ
け
て
、
手

を
曲
げ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
に
練
習
し
た
ら
、
少
し
高
い

鉄
ぼ
う
で
逆
上
が
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

い
っ
ぱ
つ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
高

い
鉄
ぼ
う
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
休
み

時
間
や
休
み
の
日
に
は
学
校
に

来
て
、
確
実
に
逆
上
が
り
が
で

き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
練
習

し
て
い
き
た
い
で
す
。

人
の
笑
顔
作
る
と
こ
や
に
な
る

　　
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
３
年

武
田　
莉
緒

　
今
年
、
が
ん
ば
る
こ
と
は
、
と

こ
や
に
な
る
夢
を
か
な
え
る
た

め
に
、
と
こ
や
の
仕
事
を
知
る

こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
、
１
年

生
の
と
き
か
ら
、
と
こ
や
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
理

由
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
父
さ

ん
も
と
こ
や
で
か
っ
こ
い
い
な
と

思
っ
て
い
て
、
あ
こ
が
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
わ
た
し
の
お
父
さ

ん
は
、
写
真
を
さ
つ
え
い
す
る

人
の
た
め
に
、
お
母
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
か
み
を
結
ん
だ
り
、
着

物
を
着
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
か
み
を
切
っ
て
人
を

え
が
お
に
し
て
い
ま
す
。

　　
「
か
み
を
切
る
だ
け
で
、
人

を
え
が
お
に
で
き
る
ん
だ
。」
と

思
い
ま
し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
に

話
し
か
け
て
え
が
お
に
し
て
い
ま

す
。

　

わ
た
し
も
お
父
さ
ん
や
じ
い

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
え
が
お
を
見

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
と
こ
や

に
し
た
い
で
す
。
今
は
、
お
手

伝
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
店
番

や
か
み
の
毛
を
は
わ
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
で
も
、
お
手
伝
い

を
こ
つ
こ
つ
し
て
い
く
こ
と
で
、

夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
早
く
大
人
に
な
っ

て
と
こ
や
を
つ
ぎ
た
い
で
す
。

き
よ
ら
塾
に
つ
い
て

　

き
よ
ら
塾
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
「
夢
の
実
現
を
目
指

し
て
」
で
す
。
将
来
の
職
業
に

つ
な
が
る
夢
を
持
っ
て
生
活
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
勉
強
も
人
か
ら
言
わ

れ
て
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
た
め
に
進
ん
で
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
私
自
身
も
小
学
校

一
年
生
の
時
、
初
め
て
書
い
た

作
文
を
担
任
の
先
生
に
誉
め
ら

れ
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
も
子
ど
も

た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
先
生
に
な

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
夢
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の

作
文
の
内
容
は
、
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
日
と
木
曜

日

　
　
　
　

７
時
か
ら
８
時
半

■
場
所　

管
理
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

■
内
容　

英
会
話
、こ
と
わ
ざ
、

自
作
諸
問
題

■
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

214

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
夢
の
実
現
を
目
指
し
て

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　令和４年初きよら塾
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新
刊
図
書
紹
介

　

１
月
も
、
町
の
図
書
室
に
12
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
異
世
界
の
ん
び
り
農
家 

05

②
異
世
界
の
ん
び
り
農
家 
06

③
車
い
す
の
一
級
建
築
士
が
教
え
る

　

ほ
ん
と
う
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
建
築

④
す
ご
す
ぎ
る
天
気
の
図
鑑

　

空
の
ふ
し
ぎ
が
す
べ
て
わ
か
る
！

⑤
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　

ラ
ー
メ
ン
や
さ
ん

⑥
せ
つ
ぶ
ん
だ
ま
め
ま
き
だ
（
行
事
の
由
来
え
ほ
ん
）

⑦
花
競
べ　

向
嶋
な
ず
な
屋
繁
盛
記

⑧
阿
蘭
陀
西
鶴

⑨
も
り
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

⑩
死
に
ざ
ま
図
鑑　

偉
人
の
さ
い
ご
は
ど
う
な
っ
た
？

⑪
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
男　

冷
戦
史
上
最
大
の
二
重
ス
パ
イ

⑫
ひ
ね
く
れ
一
茶

　
　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会

夢
ほ
ど
の
風
あ
り
は
ゝ
き
草
紅
葉　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

炭
火
炎
ゆ
囲
炉
裏
に
淡
き
裸
球　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

レ
ス
ト
ラ
ン
寒
九
の
水
を
な
み
な
み
と　
　
　

河
津　

昭
子

冬
の
日
の
予
防
注
射
の
列
の
中　
　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

病
名
を
一
つ
加
え
て
師
走
入
る　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

窓
ご
し
に
挨
拶
交
わ
す
初
雀　
　
　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

七
種
を
友
と
品
替
え
品
揃
う　
　
　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

白
煙
の
五
岳
お
だ
や
か
寒
の
入
り　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

芦
の
根
を
晒
し
て
川
の
涸
れ
て
お
り　
　
　
　

本
田　

髙
幹

母
の
名
を
霜
の
ガ
ラ
ス
に
書
い
て
み
る　
　
　

日
隈　

初
美

手
作
り
の
蒟
蒻
固
し
山
椒
味
噌　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

手
染
め
か
ら
織
り
な
す
娘
へ
春
袷　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

13
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喜
界
町
は
奄
美
大
島
の
東
側
、
東
経
１
３
０
度
線
上
に
浮
か
ぶ
周
囲

約
50
㎞
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
な
る
人
口
６
７
４
７
人
（
令
和
４
年
１

月
現
在
）
の
島
で
す
。
サ
ン
ゴ
の
か
け
ら
な
ど
が
多
く
混
じ
る
土
壌
は

海
由
来
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
、
美
味
し
い
作
物
が
育
ち
ま
す
。

　

皆
様
に
“
喜
界
島
の
食
”
を
ご
紹
介
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
担

当
者
厳
選
の
返
礼
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
黒
糖
焼
酎
一
升
瓶
2
本
セ
ッ
ト
（
朝
日
・
し
ま
っ
ち
ゅ
伝
蔵
）

　

喜
界
島
が
誇
る
2
つ
の
酒
造
蔵
の
セ
ッ
ト
で
す
。

　

朝
日
25°
（
朝
日
酒
造
）
は
沖
縄・

奄
美
産
の
良
質
な
黒
糖
を
原
料
と

し
て
い
ま
す
、
そ
の
味
わ
い
は
、
黒

糖
の
華
や
か
な
香
り
と
や
わ
ら
か

い
口
当
た
り
、
ほ
の
か
な
甘
み
を

感
じ
さ
せ
つ
つ
も
や
わ
ら
か
な
後
味
が
残
り
ま
す
。

余
韻
も
長
く
伸
び
や
か
な
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

　

し
ま
っ
ち
ゅ
伝
蔵
25°
（
喜
界
島
）
は
永
年
受

け
継
が
れ
た
製
法
で
じ
っ
く
り
と
醸
し
あ
げ
た
常

圧
蒸
留
の
黒
糖
焼
酎
で
す
。「
し
ま
っ
ち
ゅ
」
は

島
の
方
言
で
“
島
の
人
”
の
意
、「
伝
蔵
」
は
蔵

に
伝
わ
る
技
で
造
ら
れ
た
と
い
う
意
で
命
名
し
ま
し
た
。
一
年
以
上
貯
蔵
し
熟
成
さ

せ
た
味
わ
い
と
、
芳
醇
な
香
り
が
楽
し
め
る
商
品
で
す
。

②
喜
界
島
産
島
ザ
ラ
メ

　

亜
熱
帯
の
強
い
日
射
し
に
さ
ら
さ
れ
て
育
つ
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
太
陽
光
で
生
じ
る

活
性
酸
素
を
除
去
す
る
た
め
に
光
合
成
を
通
じ
て

自
ら
の
中
に
豊
富
な
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
作
り
出

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
風
味
が
濃
く
て
コ
ク
が

あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
作
り
、
煮
物
な
ど
の

お
料
理
に
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

③
喜
界
島
産「
活
」車
エ
ビ（
※

12
月
～
3
月
限
定
）

　

な
ん
と
！
２
０
１
４
年
に
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大

統
領
が
来
日
さ
れ
た
際
に
、
安
倍
総
理
と
訪
れ
た

東
京
銀
座
の
高
級
寿
司
店
で
提
供
さ
れ
た
車
エ
ビ

は
、「
喜
界
島
産
」
だ
っ
た
ん
で
す
！

　

喜
界
島
産
車
エ
ビ
は
、
透
明
度
30
ｍ
を
超
え
る

海
か
ら
随
時
海
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
養
殖
池
で

育
て
ら
れ
て
お
り
、
刺
身
で
も
い
た
だ
け
る
ほ
ど

鮮
度
抜
群
で
食
べ
た
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
刺
身
や
寿
司
、
焼
き
物
、
天
ぷ
ら

な
ど
で
喜
界
島
産
活
車
エ
ビ
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
（
※
表
記
の
期
間
以
外
は
冷
凍
も
の
に
よ
り

対
応
し
て
お
り
ま
す
）

　

喜
界
島
の
伝
統
あ
る
黒
糖
焼
酎
や
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
島
ザ
ラ
メ
、
喜
界
島
の
海
の

幸
な
ど
喜
界
島
の
味
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

喜
界
町
役
場 

企
画
観
光
課 

ふ
る
さ
と
納
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
７（
６
５
）３
６
８
２

美しい村を探す～九州・沖縄～
㉛鹿児島県　喜界町
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４８１回市（１月１１日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 265（本売）
10～13㎝ 580（本売） 560（本売） 450（本売）
14～16㎝ 18,100 16,700 10,000
18～22㎝ 15,100 13,900 10,500
24～28㎝ 15,500 13,200 11,500
30㎝上 13,600 12,700 11,000

3ｍ

4～9㎝ 140（本売）
10～13㎝ 290（本売）
14～16㎝ 19,000 16,500 9,300
18～22㎝ 18,900 15,800 7,800
24～28㎝ 16,600 8,000
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 23,600 22,000 9,100
18～22㎝ 23,100 21,600 13,600
24～28㎝ 23,900 21,300 12,900
30～38㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,311.01 16,253,898 12,398
桧 37.719 592,750 15,715
杉、桧 82.259 746,340 9,073
その他
計 1,430.99 17,592,988 12,294

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
（
確

定
申
告
関
係
）

　

南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
は
、

年
４
回
、
医
療
費
通
知
（
医
療

費
の
お
知
ら
せ
）
を
発
送
し
て

お
り
ま
す
。

発
送
月

診
療
月

５
月

11
月
・
12
月
・
１
月

８
月

２
月
・
３
月
・
４
月

11
月

５
月
・
６
月
・
７
月

２
月

８
月
・
９
月
・
10
月

　

医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
医

療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
の
医

療
費
控
除
申
告
の
添
付
資
料
と

し
て
使
用
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
11
月
及
び
12
月
診

療
分
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
発

送
す
る
た
め
、
確
定
申
告
に
は

間
に
合
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

医
療
機
関
等
か
ら
の
領
収
書
を

ご
持
参
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

※
医
療
費
通
知
の
再
発
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、
次

の
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

 2/11(金)～ 3/13(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科
 2/11(金) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科
 2/13(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科
 2/20(日) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科
 2/23(水) 古閑医院 ☎22-3000 内科、消化器科、小児科
 2/27(日) 大阿蘇病院 ☎22-2111 内科、整形外科
 3/ 6(日) 問端内科 ☎32-0102 内科

 3/13(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科、眼科
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

■
募
集
団
地　

２
戸

【
１
】
市
原
団
地
Ｔ
―
２
号

　

木
造
２
階
建
て　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

【
２
】
杉
田
団
地
Ｓ
Ｔ
―
３
号

　

Ｒ
Ｃ
＋
木
造　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
申
込
資
格

①
本
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場

所
が
あ
る

②
同
居
親
族
が
い
る
（
単
身
入

居
で
は
な
い
）

③
月
額
所
得（
世
帯
全
員
分
）が

１
５
８
，
０
０
１
円
以
上

２
５
９
，
０
０
０
円
以
内
の
世

帯④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
下

さ
い
。

■
家
賃

【
１
】
月
額　

３
万
９
千
４
百

円
（
駐
車
場
代
込
）

【
２
】
月
額　

５
万
６
百
円
（
駐

車
場
代
込
）

■
申
込
期
間　

２
月
９
日（
水
）

～
２
月
28
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

水
道
住
宅
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

　

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
！
」
の

令
和
４
年
度
の
加
入
受
付
が
３

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
万
一

の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
行
う
４
名
以
上
の
団
体
で
ご

加
入
に
な
れ
ま
す
。
加
入
団
体

で
の
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動

へ
の
往
復
中
の
事
故
を
補
償
し

ま
す
。
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任

保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　

掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
～
、
高
校

生
以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は
活

動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

ペ
ッ
ト
に
は
避
妊
去
勢
手
術

を
！

　

犬
は
年
に
１
～
２
回
、
猫
は

年
に
２
～
３
回
妊
娠
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
動
物
は
自

分
で
繁
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
飼
い

犬
や
飼
い
猫
に
は
避
妊
去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

犬
・
猫
自
身
の
病
気
の
予
防

や
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
散
歩
時
の

マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も

繋
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所

☎（
２
４
）９
０
３
５

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山
田　

貢
三
様

下
町
１

（
故
）
美
代
子

様

武
田
二
三
男
様

樋
の
口

（
故
）
チ
リ

様

佐
藤　

英
治
様

荒　

倉

（
故
）
ア
ヤ
子

様

杉　

美
保
子
様

宮
崎
県
高
鍋
町

（
故
）
千
明

様

穴
井　

孝
孝
様

馬
場
上

（
故
）
ト
モ

様

佐
藤　

陽
子
様

鬼
山
上

（
故
）
豊

様

井　
　

洋
一
様

星　

和

（
故
）
タ
ツ
ヨ

様

（
１
月
24
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川（
６
回
目
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

い
ろ
ん
な
意
味
で
ね

さ
…
寒
い
…

さ
…
寒
い
…

春
は
も
う
す
ぐ

な
の
か
も
し
れ

な
い
ん
ラ
ヨ…

春
は
も
う
す
ぐ

な
の
か
も
し
れ

な
い
ん
ラ
ヨ…

ほ…

ほ
け…

ほ
ー
ほ
け…

…
…

き
ょ…

ほ…

ほ
け…

ほ
ー
ほ
け…

…
…

き
ょ…

ま
だ
寒
い
と

思
っ
て
た
け
ど

ま
だ
寒
い
と

思
っ
て
た
け
ど

大
丈
夫
!!

も
う
少
し
の

辛
抱
ラ
ヨ

今
を
乗
り
越
え
れ
ば

春
は
必
ず

や
っ
て
来
る
ん
ラ
ヨ

大
丈
夫
!!

も
う
少
し
の

辛
抱
ラ
ヨ

今
を
乗
り
越
え
れ
ば

春
は
必
ず

や
っ
て
来
る
ん
ラ
ヨ

は
る
は
る

さ
む
さ
む

お
も
お
も

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

し
ん
ぼ
う

し
ん
ぼ
う

い
ま
い
ま

は
る
は
る

か
な
ら

か
な
らくく

のの

ここ

す
こ
す
こ

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

【
広
報
１
月
号
の
訂
正
と
お

詫
び
】

　

９
ペ
ー
ジ
「
南
中
か
ら
の

風
」
の
記
事
で
、
校
長
先
生

の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
狹
間
卓
史 

様

（
正
）
上
田
武
満 

様

　

関
係
者
及
び
読
者
の
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

12
／
７
生　

工く
ど
う藤　

碧あ

お桜　

く
ん

　
（
父
）和
生･

（
母
）萌
加　
　

上
町
３

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
／
16　

穴
井　
ト
モ（
99
）馬
場
上

12
／
25　

武
田　
チ
リ（
90
）樋
の
口

12
／
26　

佐
藤
ア
ヤ
子（
93
）荒　

倉

12
／
26　

竹
部　
武　
（
88
）白　

川

１
／
11　

佐
藤　
守
一（
85
）吉　

原

１
／
14　

佐
藤　
豊　
（
85
）鬼
山
上

１
／
16　

室
原　
昭
博（
81
）和
田
上

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

2/
7月

8 火

9 水

10 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

11 金 建国記念の日

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水
出張就職相談　13：00～16：00　役場会議室
※前日までに要予約
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ　☎（22）8178

17 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
３歳児健診　13：15～　おぐに町民センター

18 金 無料法律相談  10：00～12：00  ※要予約 りんどう荘
さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水 天皇誕生日

24 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

25 金

26 土

27 日

28 月 国民健康保険税　第９期　納期限

3/
1火

2 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

3 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
５歳児健診　13：15～　管理センター

4 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
ちょこっと掲示板（CATV）３月放送分　申込〆切

町民カレンダー ２月・３月令和４年

町の人口
（12月31日現在）

世帯数　1,778世
帯

（－１）〈＋５〉
　男　　1,841人

（－２）〈－22〉
　女　　2,036人

（－５）〈－27〉
　計　　3,877人

（－７）〈－49〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比
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１月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
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A
PPY
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南
小
国
町
広
報
誌
　

広
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Ậ
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ẏ
Ắ
٥
ڒ
ᇋ
͢
Ỗ
Ӂ
Ỏ
Ể
ẛ
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Ẋ

№
6
9
9

編
集
･発
行
：
南
小
国
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
課

〒
869-2492熊

本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

おおみみとうとうささ

　（父）友哉さん

　（母）久美子さん

生まれてきてくれてありが
とう！可愛い笑顔と笑い声
に癒されている毎日です。
すくすく元気に育ってね♡

佐藤　美緒 ちゃん3.1.２9生

鬼山

しもしも じょうじょう けいけい せいせい

　（父）純之介さん

　（母）愛絵さん

お誕生日おめでとう。これ
からものびのびと成長して
いってね。

下城　敬惺 くん3.1.22生

椚ノ本

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

長
期
化
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
た
方
々
に
対
し
、
速
や
か
に
生
活
・
暮

ら
し
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
世
帯

⑴
住
民
税
非
課
税
世
帯

基
準
日
（
令
和
３
年
12
月
10
日
）
に
お
い

て
、
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

⑵
家
計
急
変
世
帯

⑴
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
令

和
３
年
度
分
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ

て
い
る
者
全
員
の
収
入
見
込
額
が
、
非
課

税
と
な
る
水
準
以
下
で
あ
る
世
帯

※
⑴
、
⑵
と
も
に
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
者
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら
な
る
世
帯

を
除
き
ま
す
。

■
支
給
額

1
世
帯
あ
た
り
10
万
円

■
支
給
方
法
等

住
民
税
非
課
税
世
帯

対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
、
世
帯
情
報
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
確
認
書
を
２
月
上
旬
頃

送
付
し
ま
す
。
こ
の
確
認
書
に
回
答
す
る

こ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
確

認
、
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

役
場 

福
祉
課
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、

給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
計
急
変
世
帯

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日
：
２
月
14
日（
月
）

持
参
物
：
本
人
確
認
書
類
、
通
帳
の
写
し
、

令
和
３
年
１
月
以
降
の
収
入
が
わ
か
る
書

類
（
給
与
収
入
、
事
業
収
入
、
不
動
産
収

入
、
公
的
年
金
収
入
）

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

編 集 今月号の表紙は立志式の写真です。私自身の中学生時代は周りに流されることが多
かったのですが、立志式に参加された南中２年生の皆さんの自分の意志をしっかり
と持って発表されている姿に感動しました。（岩本）後 記

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
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